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【目的】2005年のISUP（lnternational　Society　of
Urologic　Pathology）のコンセンサス会議で前立腺癌
のGIeason分類が改訂された。そこで改訂に基づいて
病理組織標本を再診断することにより、旧分類との相
違や生検標本と全摘標本との相違を比較検討した。
【対象と方法】2002年から2006年4月までに当院に
て前立腺癌と診断され、全摘除術を施行した症例のう
ち、針生検で複数の陽性コアが検出された20例を対
象とし、ISUPの新基準に従ってGleason　score（以下
GS．）を再診断した。とくに生検標本においては、
global　scoringとseparate　scoringの両方を行い、　sepa－
rate　scoringではhighest　scoreを採用した。そのうえ
で旧分類と新分類の相違やhighest　scoreとglobal
scoreとの比較を行った。
【結果】生検標本においてglobal　scoringでは8例
（40％）、separate　scoringでは10例（50％）にG．S．の変
更を認めた。また全摘標本では7例（35％）に変更を
認めた。変更例はすべてG．S．が上昇していた。また生
検標本と全摘標本のG．S．の一致率をみるとglobal
scoreでは80％、　separate　scoreでは50％であった。しか
しながら術後の予後予測という点に関してはseparate
scoreの高いほうが切除断端陽性や神経線維周囲浸
潤、PSA再発などが多い傾向を認めた。
【結語】　旧分類と新分類の比較では変更となったい
ずれもがG．S．が上昇していた。生検標本と全摘標本の
比較ではglobal　scoreでの一致率が有意に高かった。
しかし予後予測や治療法選択に関してはseparate
scoreが有用である可能性があると考えられた。
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　精管結紮は男性避妊術として簡便かつ効果的な方
法として幅広く施術されているが、抗精子抗体の産生
や抗精子細胞性免疫反応の誘導を示唆する報告もさ
れている。田口・西塚らはマウスの新生仔胸腺摘出に
より実験的自己免疫性精巣炎を発症させることを成
功し、この実験モデルにおいて、児島らは新生仔胸腺
摘出マウスに精管結紮を施術するとそのEAOの発症
率が低下すると報告をした。我々は、同系精巣細胞
（TGC）のみの皮下注射で精巣上体炎や精管炎を伴わ
ないEAOモデルを開発し、解析を進めているが、今
回、このEAOモデルにおいて精管結紮の影響につい
ての検討を行った。8週齢A／Jマウスを次のような4
グループに分けた。Gl：sham－operationし、その1週
間後と3週間後にPBSを皮下注射した群。　G2：両側
精管結紮を行い、その1週間後と3週間後にPBS（O．2
ml／mouse）を皮下注射した群。　G3：sham－operation
し、その1週間後と3週間後にTGC（1×107　cells／
mouse）を皮下注射した群。　G4：両側精管結紮し、そ
の1週間後と3週間後にTGCを皮下注射した群。そ
れぞれのマウスは、手術後より47日目に屠殺し、精
巣・精巣上体のHE染色、免疫組織化学染色（IHC）お
よび各種サイトカインの変化の検討を行った。Glは
精巣・精巣上体とも正常であった。G2は精巣炎が発症
しなかったが有意な造精障害が認められ、精巣上体は
Th2系のサイトカインが分泌された。　Th　l系サイトカ
イン優位の精巣炎が誘導され、抗精子細胞抗体が検出
された。G4は精巣炎が発症しなかったが、軽度の造精
障害は認められ、Thl系サイトカインが分泌された。’
また、Th2系サイトカイン優位の精巣上体炎が誘導さ
れた。さらに、抗精子抗体も検出された。今後はこの
炎症の自己免疫性や長期的病態変化を検討したいと
考えている。
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